
第１学年後期   教科名：歯科保健支援論 

   

■一般目標（GIO） 

 口腔の健康維持増進のために，歯科衛生士に求められる使命を理解し，

対象者がより良い生活を過ごせるようにするための支援に必要な知識・技

術・態度を身につける。 
 

■到達目標（SBOs） 

・医療面接の目的を説明できる。 

・対象者を理解し，適切な医療面接が実施できる。 

・情報収集の目的や得られる情報を説明できる。 

・対象者の全身的な健康状態について把握できる。 

・プラーク指標を実践できる。 

・口腔内の観察項目とポイントを列挙できる。 

・口腔健康管理を行うための歯科保健指導計画を立案できる。 

・対象者が行動変容できるような刷掃・歯科保健指導が実践できる。 

・自分自身の口腔内に関心を持ち，セルフケアが実践できる。 
 

■ 教  科 書  

： 

歯科衛生学シリーズ 歯科予防処置論・歯科保健指導論(医歯

薬出版) 必要に応じてプリントを配布する。 

■ 授 業 時 間 ： (１)木曜日 11：00～11：50 
(２)金曜日 13：00～15：50(実習は半数ずつ行う) 

■ ｵ ﾌ ｨ ｽ ｱ ﾜ ｰ ： 中澤 広美（nakazawa.hiromi@nihon-u.ac.jp） 
月曜日～金曜日 ９：00～17：00 

■ 授業の方法 ： 講義：教科書とレジュメ，プロジェクタ－を利用 
相互実習：グループ内連携 

■ 準備学習・ 

準備学習時間 

 

： 

事前に教科書を読み講義内容を予習すること。 
復習はプリントと教科書を合わせ,理解を深めること。 
掲示や実習プリントを確認し,実習準備を行うこと。 

実習は実習内容の理解を深め，安全に臨めるようにすること。 

■ 成績評価方法 ： 定期試験 80%，実習に臨む姿（勢課題含）20%を総合評価 

■ 注 意 事 項 ： ①実習の時は身だしなみを整え，忘れものをしないこと。 

②レポートは書き漏れないように，且つ丁寧に書くこと。 

③レポートなどの提出期限を厳守すること。④グループ内で

の協力し合うこと。⑤実習を欠席した場合は補習対象になる

が，補習を欠席した場合の補習は原則認めない。 

■ 実 務 経 験 ： 中澤 広美：大学病院，総合病院，高齢者福祉施設、児童福祉施

設での勤務経験を基に，社会のニーズを取り入れた学べる場を提

供したいと考えている。 

大場 理恵：歯科衛生士として一般歯科だけではなく矯正歯

科，小児歯科に携わる臨床経験を持つ。その経験を基に多様

な患者に対応できる実践的な歯科保健支援の手段を学ぶこと

のできる場にしたいと考えている。 



■予定表 

授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第１回(１) 
10 月２日(木) 

中澤 広美 

 

指数Ⅰ 

 PCR 

 OHI 

 OHI-S 

・ 口腔衛生状態の各種指数につ

いて対象歯，判定基準，計算

方法，注意点を説明できる。 

 

第２回(１) 
10 月９日(木) 

中澤 広美 

指数Ⅱ 

 PℓI 

 PHP 

・ 口腔衛生状態の各種指数につ

いて対象歯，判定基準，計算

方法，注意点を説明できる。 

 

第３･４･５･６
(２) 

10 月 10日(金) 

10 月 17日(金) 

中澤 広美 
大場 理恵 

O’Leary のプラーク

コントロールレコー

ド 

・ 相互実習にて安全に歯垢染色 

（綿球塗布法）が実施できる。 

・ PCR 測定が実施できる。 

・  プローブの操作ができる 

第７回(１) 
10 月 16日(木) 

中澤 広美 

指数Ⅲ 

PMA Index 

 PI 

  GI 

・  歯周組織の状態を数値化した周

疾患の指数について対象歯，

判定基準，計算方法，注意点

を説明できる 

第８回(１) 
10 月 23日(木) 
中澤 広美 

コミュニケーション

Ⅰ 

 

・ コミュニケーション方法を実

践できる。 

・ 対象者に適切な歯科保健行動

を取ることを助言し，援助す

る重要性を説明できる。 

第９回(１) 

11 月６日(木) 

中澤 広美 

質問法 

 

・ 医療面接を行う際の基本的な

質問法を説明できる。 

 

第 10 回 
11 月 13日(木) 

第 11回 
11 月 20日(木) 

中澤 広美 

歯科衛生アセスメント

と情報収集および業務

記録 

 

・  情報収集の目的を説明でき

る。 

・  医療面接の技法を実践でき

る。 

対象者の健康，生活等の情報

収集ができる。 

・口腔内の情報収集ができる 

・問診の内容を説明できる。 

・業務記録の内容を説明でき 

る。 



授業日・担当者 講 義 項 目 学 修 目 的・到 達 目 標 

第 12･13･ 

14･15 回 

(２) 

11 月７日(金) 

11 月 21日(金) 

中澤 広美 
大場 理恵 

歯科保健指導Ⅰ ・  患者情報を収集するために必

要な医療面接ができる。 

・  口腔内環境を分析し問題点の

把握ができる。 

・  対象者に適したが各種指導が

できる。 

第 16回 
11 月 27日(木) 

指導計画立案 

 

・ 保健指導を行うために必要な

情報を分析できる。 

・ 指導計画が立案できる。 

第 17回（１） 

1２月４日(木) 

中澤 広美 

問診Ⅱ 

患者情報からのデー

タ分析 

・ 問診の内容について，具体的

な質問方法が述べられる。 

・ 初診時における患者の情報を

分析できる。 

第 18･19･ 

20･21 回 

(２) 

11 月 28日(金) 

12 月５日(金) 

中澤 広美 

大場 理恵 

歯科保健指導Ⅱ ・主観的,客観的情報を分析で

きる 

・対象者の生活背景と口腔内状

態を関連づける。 

・対象者の強みを見つけること

ができる。 

第 22回(１) 

12 月 11日(木) 

中澤 広美 

症例検討 

 

・  実際の症例をもとに，指導計

画を立案できる。 

第 23･24･25回 

(２) 

12 月 12日(金) 

12 月 19日(金) 

中澤 広美 

大場 理恵 

歯科保健指導Ⅲ 

 

 

・エビデンスを踏まえた患者指

導が実践できる。 

・対象者の行動および言動から

変化を探る。 

・対象者に合わせた説明ができ

る。 

第 26･27･28回 

(２) 

１月９日(金) 

１月 23日(金) 

中澤 広美 
大場 理恵 

歯科保健指導Ⅳ 

 

 

 

 

 

・対象者の口腔内状態を総合的

に考察できる。 

・リコールについて説明でき

る。 

 


